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あらまし：本研究は, 憧れや人生の目標を持つことがどのように学びに影響しているかを明らかにするた

めの基礎研究である. 大学生 67 名を対象とし, それらが生涯学習やキャリアレジリエンス(CR)とどのよ

うに関係するかを明らかにすることを目的としている. 生涯学習尺度(Wielkiewicz & Meuwissen, 2014)と
CR 尺度(児玉, 2015), やりたいことの方向性, 憧れ・目標に関する 2 つの質問への回答を分析した. 憧れ

や目標を持っていることは, 生涯学習および CR の 5 要因のすべてに, やりたいことの方向性は, CR の未

来志向以外の要因と正の相関があった. また, 重回帰分析の結果, 大学生の時点で, やりたいことの方向

性, 憧れや目標を持つことは, 生涯学習や CR の分散のうち、半分程度を有意に説明していた.  
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1. はじめに 
憧れや夢, 理想, 目標などを持つことは学習の動

機に繋がるとされてきた. 小さい時の感激や感嘆が

その後の人生に影響するという報告もある. ギフテ

ッド教育においても, 憧れや目標はその後の学習に

とって重要な要因である. 自己調整学習や共調整学

習, 社会的共有学習は, 学校教育の成功に必要とさ

れる. 一方, 変化に富み多様な社会へ適応するため

に, 生涯学習(1)や, リスク対処, キャリア形成を促す

心理的特性であるキャリアレジリエンス(CR)(2)が必

要である. CR は, 失敗から学ぶなど, 学びと関係が

ある. 大学生の生涯学習と CR 全体は, 有意に関係

しているとされる(3). 学校教育で成功するだけでな

く, 社会に適応し, 生涯を通じ, 主体的に学び続け

るために考慮すべき要因を探るため, 憧れや目標を

持つことの学びへの影響を調査する.本研究は基礎

研究と位置づけ, 大学時点での, 人生の方向性, 憧
れと目標が, 生涯学習, CR とどのように関係してい

るのかを明らかにすることを目的としている.  
 

2. 研究方法 
2.1 調査方法と調査対象者 

2019 年 1 月に Moodle 上のアンケート機能を使い

質問紙調査を実施した. データ収集にあたり, 研究

の目的とデータの使途, 参加の任意性を説明した. 
対象者は, 国立大学工学部 93 人(男性 74 人, 女性 19
人)であったが, 欠損値のない 67 人(男性 51 人, 女性

16 人)のデータを分析した.  
2.2 質問紙 
質問紙は, 2 尺度合わせて計 50 項目と, 方向性, 憧

れ・目標に合う質問 2 項目の合計 52 項目と影響を

うけた事柄についての自由記述を含んだ. 生涯学習

に関しては, Wielkiewicz Lifelong Scale (LLS)(4)を採用

した. LLS は, 5 段階リッカート尺度で 16 項目から構

成される. CR 測定には, 4 段階リッカート形式の 34
項目から構成される児玉(2015)の尺度を使用した(5). 
問題適応力, ソーシャルスキル, 新奇・多様性, 未来

志向, 援助志向の 5 要因が含まれる. 著者らが用意

した 2 項目は, 「Q1 幼いころからやりたいことの方

向性にブレはない」「Q2 こんな人になりたい, こん

なことをしたい, こんな生活をしたい, という憧れ

や目標がある」であり, 4 件法で回答してもらった. 

自由記述では, 「これまでの人生で, 影響を強く受

けたもの, こと, ひとについて, 記述してください. 

いつごろ, それは起こり(出会い), その時に感じた

ことを書いてください. また, そのことを今, どの

ように感じているか書いてください. もし, 影響を

受けたもの, こと, ひとがない場合は, 大切にして

いる言葉または好きな言葉について, 説明してくだ

さい. 」と指示した.  
 

3. 結果 
尺度の信頼性は, 生涯学習はα=.95 と高く, CR で

は, 未来志向性(α=.55)以外は, .75〜.93 と高めであ

った.  
やりたいことの方向性と憧れ・目標への回答は, 

表１の通りである. やりたいことの方向性を持ち続

けている学生は約半数いた(選択肢 3 と 4 の合計

53.73%). また , 憧れや目標を持っている学生は

61.20％であった.  
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方向性と憧れ・目標と, LLS 全体と CR の 5 要因の

相関については表 2 の通りである. 憧れや目標を持

っていることは, 生涯学習および CS の 5 要因のす

べてに, やりたいことの方向性は, CS の未来志向以

外の要因と正の相関があった. LLS 全体, CR 各要因

を従属変数, 質問２項目を独立変数とし重回帰分析

を行った. この２項目で, LLS 全体, CR の各要因を

有意に説明しているという結果になった(LLS: R2 

= .40, CR1: R2 = .55, CR2: R2 = .68, CR3: R2 = .58, CR4: 
R2 = .65, CR5: R2 = .48).  
自由記述を分析すると, 未記入または特になしと

いう回答の学生が 17 名いた. その他の 50 名は, 影
響のあった事項または好きな言葉などを, 自己の経

験を踏まえて具体的に記述していた. 例えば, 「私は

父が技術者ということもあり, いつも近くで機械な

どをいじっている父の姿を見てきた. そのため, 私
も機械などをいじるのに興味が出てきて工学部の進

学を決めたきっかけの一つになっている. これから, 
新しい時代になってくるにつれ機械などがさらに発

達してくると思われるため, 街づくりなどに役に立

つような研究などをしていき少しでも貢献していき

たいと考える. 」 
 
4. 考察とまとめ 
やりたいことの方向性, 憧れや目標を持つことと, 

生涯学習と CR には, 正の相関が存在する結果とな

った. また, 方向性と憧れ・目標をしっかりと持って

いることで, 生涯学習と CR が有意に高くなる可能

性が示唆された. 大学生の時点でのやりたいことの

方向性, 憧れ・目標をもつことは, 社会に適応するた

めの継続的な学びに対し肯定的な影響がある可能性

が示された. 今後は, 学びの他の側面も考慮し, 大
学生だけでなく, 幅広い年代の対象者において調査

を行い, 生涯にわたる学習に影響する要因を更に明

らかにしていきたい. 本研究の意義として, 年代に

合わせた学び, 成長に合わせたフィードバック, 支
援をするための手法をデザインするための基礎情報

を提供することが挙げられる.  
 

表 1 方向性, 憧れ・目的の質問の回答者数と割合 
 選択肢 n % 

Q1幼いころからやり

たいことの方向性に

ブレはない 

1全くあてはまらない 4 5.97  

2あてはまらない 27 40.30  

3あてはまる 32 47.76  

4非常によくあてはまる 4 5.97  

Q2こんな人になりた

い, こんなことをし

たい, こんな生活を

したい, という憧れ

や目標がある 

1全くあてはまらない 2 2.99  

2あてはまらない 24 35.82  

3あてはまる 35 52.24  

4非常によくあてはまる 6 8.96  

注：N = 67. 
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表 2 方向性と憧れ・目標と, LLS 全体と CR の 5 要因の相関 
  Q1やりたい

ことの方向

性 

Q2憧れ

や目標 

生涯

学習 

CR1チャ

レンジ 

CR2ソーシ

ャルスキ

ル 

CR3新

奇性 

CR4未

来志向 

CR6援

助志向 

Q1 幼いころからやりたいことの

方向性にブレはない 

Pearson r 1.00 .60** 0.21 .50** .61** .48** 0.19 .34** 

p  0.00 0.09 0.00 0.00 0.00 0.12 0.00 

Q2こんな人になりたい, こんな

ことをしたい, こんな生活をし

たい, という憧れや目標がある 

Pearson r .60** 1.00 .52** .64** .72** .68** .69** .56** 

p 0.00  0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

注：* < .05, **< .01, N = 67.  
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